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はじめに（自己紹介）

西上 光弥
（にしがみ みつや）
略歴

●愛媛県伊予郡砥部町出身 1980年9月8日生まれ 39歳

●松山大学法学部卒業後、野村證券株式会社入社（総合職掌）

●マニュライフ生命保険株式会社へ転職（マーケティング職 9年）

●鳥取県米子市へ移住（Iターン）。

●プランナー事務所「Thousalight」を起業

（マーケティング・金融等の相談・企画等を行うプランナー業務に従事）

●日南物産（株）（現：（株）KOGANE）にマーケティング担当として参画

（現：取締役 経営企画室室長）

●鳥取県の公共職業訓練校において観光資源やインバウンド等科目

の講師も担当

観光農園へ香港の旅行業界関係者視察の様子（本人は中央）
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自然体験（鮎のつかみ取り）を楽しむ子どもたち

なぜ地方移住（Iターン）を選んだのか？

人口最小県の鳥取には
家族と質の高い人生を
送るための場所がある

●東京の外資系生保においてマーケッターとしてのキャリアを重ねたいと思う反面、

子供たちに自然や文化の豊かな環境の中で幅広い感性を育んで欲しいと切望。

●鳥取には都市圏からの移住者にしか気づけない宝（自然や文化・食など）が

そこらじゅうにある。

●実際に子どもの年齢をふまえ、Iターンを決意。米子市での起業を実行。

●地方でプランナーやマーケッターやディレクターなどの専門人材は不足している。

●尊敬する地元の企業経営者（石田康雄）に出会い、そこで勉強する決心を

固める。それが現（株）KOGANEに参画するきっかけに。

●インターネットの恩恵で、仕事も買物も都会と同じく困らない。

小さな街にすむため、お酒を飲んでも歩いて帰ることもできる。終電もない。

●鳥取には、人口密集地におけるデメリットがない。ラッシュがない、渋滞がない。

行列がない。きれいな、空気・水・星・自然がある。

●妻や子どもと質の高い時間を過ごせる。
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「シルクファームグループ（農業グループ3社）」の概要

「シルクファーム（農業グループ3社）」は、
耕作放棄地を再生しながら、
ユニバーサル就労で、
いちご・さつまいもを生産する
農業法人グループ

●（株）KOGANE（旧：日南物産（株）・鳥取県境港市・担当責任部門）

平成26年設立/構成員10名/輸出・6次産業化等担当 （アンテナショップの運営・輸出・農産品の6次産業化・観光農園運営サポート・地域商社）

●（株）富ますシルクファーム（鳥取県米子市）

平成27年設立/構成員25名/農業生産担当（いちご・さつまいも 他）

●（株）日南シルクファーム（鳥取県日野郡日南町）

平成29年設立/構成員8名/農業生産担当（いちご・かぼちゃ 他）

● 「ユニバーサル就労」とは、年齢・性別・国籍・障がいの有無等に関わらず働きやすい就労環境を意味している。

グループ全体では、高齢者雇用 7 名、若年者雇用 9 名、障がい者雇用 2 名、外国人雇用 2 名を実現している。

地域に潜在する多様な労働力への雇用機会の創出による地域への貢献のみならず、老若男女の幅広い知識、障がい者の才能、

多様な国籍に基づく多様な文化等の有機的融合を目指す新しい雇用スタイルの確立により、相乗効果を生み出していく。
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輸出するさつまいもを
鳥取への「招待状」に！
海外からのインバウンド
観光客を鳥取に
呼び込む

●富ますシルクファームの「さつまいも」を平成30年度より初海外輸出。10トンを輸出し、香港へ「生さつまいも」を20,000パッケージ届けた。

●パッケージにはQRコードを貼り付け、なおかつ、内容に、多言語化した生産地や観光農園情報を掲載することで

効率的・効果的に情報発信を行う。

●国内外の観光客が数百万人訪れる境港市の「水木しげるロード」ではアンテナショップを3店舗開店。

両シルクファームから通年で「いちご」を輸送し、いつでも「いちご・さつまいも」の6次産業化商品を食べることを可能に。

●アンテナショップでは外国人店長が活躍・奮闘していることも功を奏し、来客の1割程度はインバウンド観光客（香港・韓国）となっている。

●両シルクファームの観光農園運営もサポート。こちらも5％程度がインバウンド観光客（主に香港）となっており大好評。

アンテナショップ外国人店長（右上）とテレビ取材風景

「シルクファームグループ（農業グループ3社）」の取り組み

5



鳥取西部の観光資源の
ポテンシャルを
DBJや日本経済研究所の
協力のもと証明
頑張る仲間の勇気にしたい

●（株）富ますシルクファームでは「さつまいも」を生産。200トン規模まで拡大。

●大型冷蔵貯蔵施設を備えたことで、通年で海外（香港）を含む国内外への「さつまいも」出荷が可能に。

●平成30年度には、日本政策投資銀行が山陰の特定投資業務第1号として株主参画し、いちご観光農園に出資。

系列シンクタンクの日本経済研究所は、鳥取県西部の観光資源を活用した地域活性化のポテンシャルを調査し、レポートとして発刊。

※「鳥取県西部の観光資源及びこれらを活用した地域活性化についてのポテンシャル調査報告書」

●同じく鳥取県西部において、アドベンチャートラベルを推進しようと考えている事業者や地方公共団体において推進力を与える内容となっている。

●当社としてこの考えに賛同し、「農」を軸として、また、同じ意志を持つ仲間を増やしながら、鳥取県西部全域の(面的な)活性化に取り組んでいく。

鳥取県西部の観光資源及びこれらを活用した

地域活性化についてのポテンシャル調査報告書

「シルクファームグループ（農業グループ3社）」の取り組み
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過疎が急激に進む
中山間地域「日南町」

交流人口の拡大に
農業で寄与できるように

●（株）日南シルクファームでは、珍しい「夏秋いちご」を使った星空観察付いちご観光農園

「ステラベリーパーク日南」を今年度６月にオープン。

●鳥取県として推進・ＰＲする「星取県」ともタイアップしている。オープン当初から話題となり、

香港からの視察団が来県するなど、好評を博している。

●過疎が急激に進む中山間地域の日南町の交流人口の拡大に少しでも農業で寄与でき

るように、今後も取り組んでいく。
鳥取県として推進の「星取県」とタイアップしたいちご観光農園

「シルクファームグループ（農業グループ3社）」の取り組み
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「シルクファームグループ（農業グループ3社）」の今後

鳥取西部地域全域を
巻き込み、農業で
アドベンチャートラベルの
スポット化を目指したい

●「さつまいも」輸出を数年で50トン程度まで拡大する。観光農園紹介QRコード付パッケージを100,000パッケージ目標で香港に届ける。

台湾輸出も加える。「いちご」の輸出も開始させる。

●日本経済研究所のレポートにも即し、観光農園・アンテナショップ事業を通じてインバウンド・国内観光客を呼び込み、

具体的には、インバウンド、国内旅行者の玄関口である境港市（水路）、米子市（空路等）から、中山間地の日野郡日南町までの「人の流れ」を

生み出すなど、全ての「点」をつなぎ、「面」により、地域農業の活性化・観光産業の発展・雇用創出に貢献していく。

香港の食品業界視察団と大型冷蔵貯蔵施設にて
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光栄な機会を頂戴しありがとうございました

農作物の1つから、
「まち・ひと・しごと創生」
のモデルケースになれるよう

グループメンバー一丸で
「農業＋観光＋輸出」に
邁進していく

香港に送られるサツマイモのパック
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